
 

平成 29 年 11 月９日 

各      位 

会 社 名   株 式 会 社 ヨ ー タ イ 

代表者名   取締役社長 馬場 和徳 

 （コード 5357 東証第１部） 

問合せ先 取締役本社業務部長 竹林 真一郎 

（TEL．072－430－2100） 

 

 
平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想値と 

実績値との差異に関するお知らせ 
 

 平成 29 年５月 12 日に公表いたしました平成 30 年３月期第２四半期連結累計期間（平成 29 年４月１日～平成

29 年９月 30 日）の連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたし

ます。 

 

記 

 

１． 平成 30 年３月期第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異 
（平成 29 年４月１日～平成 29 年９月 30 日）                      

   

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する四半期

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

10,600 

百万円

650

百万円

700

百万円 

475 

円  銭

21.61

今回実績（Ｂ） 11,022 1,166 1,219 834 37.95

増減額（Ｂ－Ａ） 422 516 519 359      － 

増 減 率（％） 4.0 79.4 74.2 75.6      － 

（ご参考）前期第２四半期実績

（平成 29 年３月期第２四半期）

 

10,896 815 782

 

522 

 

23.75

 

２． 差異の理由 
当第２四半期連結累計期間の業績につきまして、国内景気の回復による鉄鋼メーカーの増産、非鉄・硝子関係

の大型案件の受注、円安や世界経済の回復を背景にしたセラミックスの輸出増等により営業利益、経常利益及び
親会社株主に帰属する四半期純利益につきまして、前回発表の予想値を上回りました。 

 

通期の連結業績予想値につきましては、いまだ中国の環境規制強化を起点とした原料等の価格急騰は継続して

おり、今後の経営環境が不透明であることから、今回は平成 29 年５月 12 日に公表しました予想からの変更はい

たしておりません。 

 

 

     以   上 


